
第 2 節 地下水の水質の状況

県内 の地下水 につ い て 、 水質汚濁防軒 法に基つ く 水質側定 。十画 を定め 、 関係機関 ( 建 設省 ) の 協力 を得

て 、 水質の測定 を行 っ た 。

地下水 の評価基準等

地下水 につ い て は 、 平成元年 9 月 の 水質汚濁防止法一部改正 に よ り 、 水質汚濁 の 状況につ い て 常時監

視す る こ と と さ れた 。

地下水 の水質の 状況につ い て は 、 有害物質の有無 と 併せ 、 表7 7に示す評価基準に照 ら し評価す る 。

表 77 地下水 に関す る 評価基準等

有 害 物 質 評価基準 報告下限値

カ ド " ウ ム 及ひ そ の 化合物

シ ア ン化合物

有機燐化合物 ( フ チ オ ソ 、 チ ルハ フ チ オ ソ 、 チ ル シ メ ト ソ

及び E P N に 限 る 。 )

鉛及びそ の化合物

六価 ク ロ ム 化合物

砒素及びそ の 化合物

水銀及ひ ア ル キ ル水銀そ の 他の 水銀化合物

ア ル キ ル水銀化合物

P H B

ト ノ ク ロ ロ エ チ レ ン

プ ト フ ク ロ ロ エ チ レ ン

o. 0事噂1 以下

検出 さ れな い こ と

検出 さ れな い こ と

0 1 鰭/ 1 以下

0 05 唯/ 1 以下

0 05 噂/ 1 以下

0 0005 噂/ 1 以下

検出 さ れな い こ と

検出 さ れな し ･ こ と

0 03 叱/1 以下

0 01 旺/ 1 以下

0 の1 昭“

0 1 噂/ “

0 1 咀/ “

0 02 喝/ “

0 館 唯/ “

0 , 005 旺/ “

o m第 叩/“

0 . m05 旺/“

0 . の05 唯/“

o m2 唯/ “

0 皿範 鰓/ “

注 評価基準 ( H 1 9 1 4 環境庁水質保全局長通知 )

報告下限値 ( H 1 8 2 1 環境庁告示第39 号 )

2 地下水質測定結果

県内 4 市 ( 鳥取市 、 倉吉市 、 米子市 、 境港市 ) の 合 。十2 3 箇所の 井戸 につ い て 、 ト ノ ク ロ ロ エ チ レ ン 、

ア ト フ ク ロ ロ エ チ レ ン の 項 目 に つ い て 、 年 2 回 の 水質側定 を行っ た結果 、 いずれ も 環境庁 の示 し た評価

基準を下回 る 結果て あ っ た 。
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第 7 8 測 定 結 果

詞 査 地 点

崗査回数

凋 査 項 目 ( 単位 : 屹/“ )

市町村名 地 区 名 井戸番号 ト ノ ク ロ ロ エ チ レ ソ ナ ト フ ク ロ ロ エ チ レ ノ

鳥 取 市

田 園 町

建 1 2 < 0 002 < 0 0005

建 2 2 < 0 002 < 0 0005

雲 山 No l 2 < 0 002 < 0 0005

寿 町 No 2 2 < 0 002 < 0 0005

青 葉 町 No 3 2 < 0 002 < 0 0005

桜 谷 No 1 1 2 < 0 002 < 0 0005

興 南 町 No 1 2 2 < 0 . 002 < 0 0005

立 川 町 No 1 3 2 < 0 . 002 < 0 . 0005

倉 吉 市 宮 川 町 No 4 2 < 0 002 < 0 . 0005

八 屋 No 5 2 < 0 002 < 0 0005

上 井 町 No 6 2 < 0 002 < 0 . 0005

生 田 No 1 4 2 < 0 002 < 0 . 0005

幸 町 No 1 5 2 < 0 . 002 < 0 . 0005

< 0 0005伊 木 No 1 6 2 < 0 002

米 子 市 中 尾 建 3 1 < 0 002 < 0 0005

中 島 No 7 2 < 0 002 < 0 0005

加 茂 町 No 8 2 < 0 002 < 0 0005

灘 町 No 9 2 < 0 002 < 0 0005

錦 町 No 1 7 2 < 0 002 < 0 0005

角 盤 町 No 1 8 2 < 0 002 < 0 0005

立 町 No 1 9 2 < 0 002 < 0 0005

境 港 市 京 町 No 1 0 2 < 0 002 < 0 0005

蓮 池 町 No 20 2 < 0 002 < 0 . 0005
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図# 地下水質測定地点図

日 本 海

□ 美 保 湾 2

一度煙繋が 笏辞3　　　　



第 3 節 水質汚濁防止対策

環境基準の あ て は め

水質汚濁に係 る 環境基準は昭和 45 年 4 月 2 1 日 に 閣議決定された 。 こ の環境基準は 、 人の健康保護

に関す る 環境基準 と 生活環境の保全に関する 環境基準か ら な っ て い る 。

人の健康の保護に関す る 環境基準は 、 全公共用 水域に一律に適用 さ れ、 かつ 、 直ち に達成維持す る

も の と されて い る 。

生活環境の保全に関す る 環境基準は 、 河川 、 柳沼 、 海域ご と に利用 目 的に応 じて知事かあてはめ る

こ と と さ れて お り 、 県下の公共用水域の う ち千代川 、 天神川 、 日 野川 、 湖山他、 東郷他、 中海、 美保

湾及び 日 本海沿岸海域について 、 表 79 の と お り 水質汚濁に係 る 環境基準の水域類型の あ てはめを行

い こ れを水質保全行政の 目 標 と して い る 。

表 7 9 県内水域の環境基準あて はめ状況

水 域 名
告 示

年月 日
類 型

環境基準の

達 成 期 間

基 準 値

pH B OD C OD S S DO 大腸菌群数 油分

千代川
富川 と
ら 上流

天神川
鴨川 と
ら 上 流

日 野川

野橋か

上流 ( 有
の合流点か
)

上流 ( 小
の合流点か
)

上流 ( 日
ら 上流 )

昭和
46 9 14 河川AA

AA

" AA

直 ち に達成す
る 。

6 5 () 8 5

鮨/“
1 以下

鰓/“ 喀/ “
25 以下

鮨/ “
7 5 以上

MPN / 1 0om“
50 以下

千代川下流 ( 有
富川 と の合流点か
ら 下流 )

天神川下流 ( 小
鴨川 と の合流点か
ら 下流 )

日 野川下流 ( 日
野橋か ら 下流 )

46 9 14 河川 A

" A

" A

直 ち に達成す
る 。

6 5 へ) 8 5 2 以下 25 以下 7, 5 以上 1 , 000 以下

湖 山池全域

東郷池全域

斐伊川水系の中海
及 び境水道

46 9 1 4

れ7

4 7 1 0 3 1

湖沼 A

" A

" A

5 年以内て可
及的すみやか
に達成する 。

6 5 () 8 5 3 以下 5 以下 7 5以上 1 , 000 以下

美保湾 ( 計画港
湾施設内の海域 )

美保湾 ( そ の他
の海域 )

鳥取県地先海域
( 美保湾 を除 く )

48 3 20

ハソ

48 3 30

海域 B

" A

" A

直 ち に達成す
る 。

5 年以内て可
及的すみやか
に達成す る 。

直 ち に達成す
る 。

7 8 () 8 3

7 8 () 8 3

3 以下

2 以下

5 以上

7 5以上 L OOO 以下

検出 さ れ
ないこ と。

検出 さ れ
ないこと。
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水 域 名 告示年月 日 類 型 環境基準の達成期間
基 準 値

全 窒 素 全 り ん

斐伊川水系の 中海

及 び境水道
6 1 . 4. 1 湖 沼 m

段階的 に暫定 目 標を
達成 し つ つ環境基準
の可及的速やか な達
成 に努め る 。

霧9 / “
0 . 4 以下

暫 定 目 標
( 2 年度 )

0 . 5 0

囮タ ノ β
0 . 03 以下

暫 定 目 標
( 2 年度)
0 . 045

( 注 ) 1 . 暫定 目標水質は 、 中海中央部に おけ る平均水質 と す る 。
2 . 米子湾中央部の環境基準地点に お ける暫定 目 標は 、 全窒素 0. 8 5 場ソ“ 、 全 り ん 0 080 場%“と
す る 。

2 環境基準達成の ため の施策

環境基準の類型あてはめを行 った水域の う ち 、 美保湾及び特に水質の改善が見 られな い湖山池 、 東

郷池 、 中海については 、 環境基準を可及的速やかに達成、 維持す る ための各種の施策を推進 して い る。

こ の う ち、 中海については、 昭和 58 年 1 2 月 に ｢中海水質管理計画 ｣ を策定 し 、 総合的な対策を実施 し

て きたか、 平成元年 1 月 に硼沼水質保全特別措置法に基づ く 指定湖沼に指定 さ れた こ と に伴 い 、 翌平

成 2 年 3 月 同法に基づく ｢中海に係る湖沼水質保全。十画｣ を策定 し各種浄イ蚊撰乏を着実に進めている と こ ろであ り 、

又 、 硼 山他 に つ い て は 、 平成 3 年 1 1 月 に 水質浄化の た め の総合 。十画 と し て ｢ 朝 山 他水質管理 。十画 ｣ を

策定 し 、 今後 、 。十画 に 定 め る 各種浄化施策を総合的 、 。十画 的 に 実施 し て い く こ と と し て い る 。

表 80 湖山池 、 東郷池 、 中海及び美保湾の環境基準達成の ための施策

施 策 の 名 称 対 象 水 域
湖 山 池 東 郷 池 中 侮 美 保 湾

公共下水道の整備促進 0 0 0 0

止揚 ･ 事業場の排水規制強化 0 0

の飼養施設の適正な維持管理の強化 0 0 0 0

理施設、 し尿浄化槽等 の適正管理 の指導 0 0 ○ ○

事業の強化 0 0 0

、 河川 の整備推進 0 0 0

用水の導入 ○

塩類等に関す る 調査研究 0 0 0

の適正使用指導 0 0 0 0

対策 の啓 も う 0 0 0 0

の除去 0 0 0

　
業

平成 2 年度事業実績 ( 鳥取県公害対策審議会資料に よ る )

業 名 事業費 ( 千円 ) 事 業 内 容

天神川流域下水道 82, 5 6 1 天 神 浄化 セ ン タ ー 水処理施設工事等

羽合町公共下水道 550 , ooo 整 備面積増 1 2. 3 たの

町公共下水道 304 0 0 0 1 7 1 微

千市公共下水道 2, o o l , 5 2 0 37 . 6 如
く内浜処理 区 )

港市公共下水道 9 65 , 0 0 0 20 6 んの
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事 業 名 事業費 く そ円 ) 事 業 内 容

工場、 事業場の排水対策 2, 5 48
湖沼周辺の特定事業場に対 し、 水質汚濁防止法及び鳥取県

公害防止条例に基つ く 立入検査及び排水処理指導の実施

し 尿 浄 化 槽 管 理 指 導

家 畜 飼 養 施 設 対 策

1 65

4 1 , 5 03

湖沼周辺 の し尿浄化槽立入検査、 管理指導の実施

環境保全技術の普及浸透、 共同利用たい肥舎等の整備

生 活 難 排 水 対 策 740 洗剤 の適正使用 と 生活雑排水対策の普及啓発

底泥の除去対策
中 侮 浄 化 事 業

東郷池浄化対策事業

湖山池浄化対策事業

583, 00O

6 0, 0 0 0

1 4 1 , 000

湖岸堤 ( ヘ ド ロ 捨場護岸 ) の建設 、 底泥浚轢 3 0, 000 ガ

( 進捗率 容積ベ ー ス 46 % )

底泥浚潔 8, 06 4 が ( 進捗率 面積 ヘ ー ス 73 % )

底泥浚蝶 33, 45 0 ぜ ( 進捗率 面積ヘ ー ス 32 % )

3 水質汚濁規制

‘
旧
=

]
‘

( 1 ) 排 水 規 制

排水規制につ い ては水質汚濁防止法、 上乗せ条例及び鳥取県公害防止条例 に よ る規制を行 っ て い

る 。 水質汚濁防止法に よ る規制は 1 00種類の事業場 ( 特定事業場 と い う 。 ) を対象 と し 、 1 日 の平均

的な排出水の量か 50 ガ以上の特定事業場を 、 ま た上乗せ条例に よ る規制 は 、 中海 、 美保湾流域 ( 米

子市 、 境境市 、 日 吉津村 ) を適用区域 と し、 1 日 の平均的な排出水の量が 25 ガ以上の特定 事業場

を規制対象 と して い る 。

水質汚濁防止法 に よ る排水基準は 、 有害物質に関す る も の及び生活環境に関す る項 目 につ いて -

部の項 目 及び区域を除 いて総理府令で定め る一律規準 ( B O D 又は C O D . 平均 1 20 啼/ “ 、 最大

1 60 吻/ “ 、 S S : 平均 1 50 粃タ/ “ 、 最大 200 彬/“等 ) を適用 して い る 。 な お 、 水質汚濁防止法

の一部改正に よ っ て湖沼の富栄養化を防止す るため 、 富栄養化 しやすい湖沼 ( 環境庁長官が定め る

湖沼 ) 及び これに流入する公共用水域に排出する特定事業場に対 しては、 昭和 60 年 7 月 15 日 か ら窒

素及ひ燐に係 る排水基準 ( 窒素 平均 60 彬/“ 、 最大 1 20 吻/ “ 、 隣 平均 8 彬/“ 、 最大 1 6 栩タ

ノ “ ) か適用 さ れ る こ と と な ったが 、 県内の該当湖沼は表 80 の と お り で あ る 。 ( 資料 27 参照 ) 又、

平成元年 10 月 1 日 か ら従来の有害物質に係 る排水基準に 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 、 ブ ト フ ク ロ エ チ

レ ン の 2 物質が新たに追加 さ れる と と も に 、 全て の有害物質について 、 地下浸透禁止規制が施行 さ

れる こ と と な っ た。 一方、 上乗せ条例に よ る排水基準は 、 美保湾侮域への流入汚濁負荷量 の大 き な

割合を しめて い る バ ル ブ工場に対 しては 、 昭和 52年 3月 20 日 か ら 、一律基準 よ り厳 しい排水基準( BOD

及び C O D 平均 90 啼/“ 、 最大 1 20 吋/“ 、 S S 平均 50 増/ “ 、 最大 60 戊タノ “ ) を適用 し て

お り 、 ま た 、 噺海流入区域に ついては 、 昭和 63 年 1 1 月 1 日 か ら ( 既設特定事業場は平成 2 年 7 月

1 5 日 か ら ) ÷部の項 目 について一律基準に変えて 、 よ り i厳 しい基準を適用 して い る 。 ま た 、 平成

元年 1 月 31 日 、 中海か湖沼水質保全特別措置法に基つ く 指定湖沼に指定 さ れた こ と か ら 、 同法に基

づ く ｢ み な し指定地域特定施設 (処理対象人員 20 1 ~ 5 00 人 の し尿浄化槽及 び厨房施設を 設置 す る
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病床数 1 20 ~ 29 9 床 の病院 ) ｣ に つ い て 、 上乗せ条例 に よ る 排水基準を設定 し 、 平成元年 8 月 1 日

か ら (既設特定事業場 は平成 4 年 8 月 1 日 か ら ) 施行 さ れて い る 。 ( 資料2 8参照 )

平 成 2 年 3 月 1 3 日 、 国 の 同意 を得て ｢ 中 海 に係 る 柳 沼水質保 全 。十 画 ｣ を策定 し た こ と か ら ｢湖 沼

水質保全 。十画 ｣ に 基 づ き 、 平成 2 年 7 月 1 5 日 か ら 新増設 の 硼 倍 特定事業場 に 対 し て C O D の 汚濁 負

荷量規制 、 指定施設 、 隼用 指定施 設 に対 し て構造及 び使用方法の規制 を行 っ て い る 。

鳥取県公害防止条例に よ る規制は 、 1 日 の平均的な排出水の量が 50 ガ以上の集団給食施設 につ

いて は P H 、 B O D 又は C O D 、 S S 、 大腸菌群数を規制項目 と し 、 1 日 の平均的な排出水の量か

50 ガ以上の ド フ ム缶更生業、 車両洗浄施長 ( 鉄道業、 自動車整備業 、 カ ソ リ ソ ス テ ー シ ョ ン等 ) に

つい ては油分を規制項 目 と して昭和 47 年 4 月 1 日 か ら規制を行 っ て お り 、 こ れに対す る排水基準は、

同条例に よ る排水基準を適用 し て い る 。 ( 表 8 4 参照 )

表 82 水質汚濁防止法の排水基準 ( 昭和 46 年総理府令第 35 号 )

( 1 ) 有害物質に係 る基準

種 類 。午 容 限 度

力 下 ミ ウ ム及び その化合物

シ ア ン化合物

有機 リ ン化合物

( パ フ チ オ ン 、 メ チ ルパ フ チ オ ソ 、 メ チル ソ メ

ト ソ及び E P N に限る )

鉛及びその化合物

六価 ク ロ ム化合物

ヒ素及びその化合物

水銀及び ア ルキル水銀そ の他の水銀化合物

ア ルキル水銀化合物

P C B

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン

ブ ト フ ク ロ ロ エ チ レ ン

カ ド ミ ウ ム 0. 1 写/ “

シ ア ン 1 啼/“

1 れグ/“

鉛 1 彬/ “

六価 ク ム 0 . 5 妙/ “

ヒ 素 0 5 写/“

水銀 0. 005 れ“/“

検出 さ れな い こ と

0 003 7勝/ “

0 3 礪/ “

0 . 1 啼/“

(2) 生活環境項 目 に係 る 基準

種 類 。午 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) ( P H )

生物化学的酸素要求量 ( B O D ) ( 吻/“ )

化学的酸素要求量 ( C O D ) ( " )

浮遊物質量 ( S S ) ( " )

ノ ルマ ルヘ キサ ソ抽出物質含有量 ( " )

( 鉱油類含有量 )

ノ ルマ ルヘキサ ソ抽出物質含有量 ( " )

( 動植物油脂類含有量 )

フ ノ ー ル類含有量 ( " )

5 . 8 ~ 8 6 ( 海域以外の水域 )

5 . 0 ~ 9. 0 ( 侮域 )

1 60 ( 日 間平均 1 20 ) ( 海域及ひ湖沼以外の水域 )

1 6 0 ( 日 間平均 1 20 ) { 海域及び湖沼 )

200 ( 日 間平均 1 50 )

5

3 0

5
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種 類 許 容 限 度

銅含有量 ( 吻/ “ )

亜鉛含有量 ( " )

溶解性鉄含有量 ( " )

溶解性 マ ンカ ソ含有量 ( " )

ク ロ ム含有量 ( " )

フ ッ ソ含有量 ( " )

大腸菌群数 ( 1 鱗につ き 個 )

窒素含有量 ( 啼/“ )

燐含有量 ( " )

3

5

1 0

1 0

2

1 6

日 間平均 3, 000

1 20 ( 日 間平均 60 ) ( 環境庁長官が定める 湖沼及び

こ れに流入す る公共用水域 )

1 6 ( 日 間平均 8 ) ( 〃 )

表 83 環境庁長官か定め る湖沼

(1 ) 窒素に係 る排水基準適用対象湖沼

湖山池 、 中海、 東郷池

(2 ) 燐に係 る排水基準適用対象湖沼

湖山池 、 多鯰 ヶ池 、 中海、 池の谷ため池 、 佐治川 ダ ム貯水池 、 東郷池 、 中津 ダ ム貯水池 、 菅沢

ダ ム ~ " ' の 、 □ l ダ ム も 、

表 84 鳥取県公害防止条例の排水基準 ( 昭和 46 年鳥取県条例第 35 号 )

項 目 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) ( P H )

生物化学的酸素要求量 ( B O D ) く れ"/ “ )

化学的酸素要求量 ( C O D ) ( " )

浮遊物質量 ( S S ) ( " )

ノ ル マ ルヘ キサ ン抽出物質含有量 ( " )

( 鉱油類含有量 )

大腸菌群数 ( l c琺につ き 個 )

5 . 8 ~ 8, 6 ( 海域以外の水域 )

5 . 0 ~ 9 . 0 ( 海域 )

1 60 ( 日 間平均 1 20 ) ( 海域及び湖沼以外の水域 )

1 60 ( 日 間平均 1 20 ) ( 海域及び湖沼 )

200 ( 日 間平均 1 50 )

20

日 間平均 3, 00O

( 2 ) 監視 、 指導状況

水質汚濁の発生源であ る工場 、 事業場 についてみ る と 、 水質汚濁防止法で届出が義務付け ら れた

特定事業場は 2, 1 89 事業場 であ り 、 こ の う ち排出水の B O D 又は C O D等の項 目 が規制 さ れ る特定

事業場 〔 1 日 の平均的な排出水の量か 50 ぜ以上 ( 米子市 、 境港市 、 日 吉津村に おいて は 1 日 の平均

的な排出水の量か 25 ガ以上 ) 〕 は 33 7 事業場 であ る 。

鳥取県公害防止条例で届 出が義務付け ら れた汚水関係特定事業場は 686 事業場で 、 こ の う ち排水

基準の適用 を受け る汚水関係特定事業場は 5 事業場であ る 。

平 成 2 年度の水質汚濁防止法及び鳥取県公害防止条例に よ る工場 、 事業場の指導状況 を見 る と 、

立入検査事業場は廷 1 , 039 件であ り 、 こ の う ち排 出水錮査事業場廷 687 件の う ち 、 排水基準に違反

して いた事業場及び違反のおそれの あ る事業場に対 し、 廷 5 2 4件 の文書 に よ る改善指導を行 った。
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な お 、 こ れ ら の う ち 、 3 事業場について は水質汚濁防止法違反 ( 排水基準違反 ) 事業場 と して 、 新

聞等に公表 した。

表 85 水質汚濁防止法 の特定事業場一覧表 ( 平 成 3 年 3 月 31 日 現在 )

‐尊べ名
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即ぜ/日以上 届出 印せ/日以上 届出 印ガノ日以上 届出 即ガノ日以上 即ず/日未満25#/日以上 届出 印3れ/日以上 届出 印可/日以上 印ガノ日未満25ガノ日以上
1 2 家 畜 飼 養 施 設 21 11- 1 5 50 1 8 11 6 1 1 0 2

2 畜 産 食料 品製造業 6 2 7 9 4 1 3 4 ｣1-- 3 38 1 0 11-

3 水 産 食料 品製造業 38 2 1 6 3 1 0 2 4 1 1 6 1 56 46 1 5

4 鸚料 ‐ 蒼 実製の造保藥 2 T･Î 4 1 3 4 2 2 25 3

5 委そ酷 薄な ソ造-柔 10 2 1 3 22 14 3 5 0 11

8 # あ菓 子ん製造蘂 7 14一 3 14 1 0 2

9 米 菓 製 造 業 馬上一 2 3

10 飲 料 製 造 業 5 1 1 1 7 1ユー 1 4 1上 3 50 1･l- 1具

1 1 認物矮増 ‐ 建機簗 11- 1I- 8 8 9 9

1 2 動 植 物油 脂製造業 1I- 3 ｣14 4 14

16 め ん 類 製 造 業 3 2 1 0 8 1 24

17 豆 腐 ･ 煮豆製造業 31 14 34 ･T･上 5 0 1 8 2 1 8 1 4 1 4 1

18 3 た ば こ 製 造業 1 1 1 1

19 群業 遷繊維製檗 2 2 7 2 5 1 4 4

2 1 3 合 板 製 造 業 3 1 1 5 1

22 木 材 薬 品 処 理 業 1 - 1

芻 盆 ル フ製 紙ぜ加索 33 7 2 2 3 1 1 1 5 7 1 1

23 2 都廉 : 皺柔 3 4 l 1 3 1 2 1

幻 群 ィヒ 学造工業燥 ll 1 1

46 群 イヒ 学造工業燥 1 2 2 3 2

51 3 ゴ ム製品製造業 十･I･ 1Î I - 1 1

黎 セ メ ン ト 製品製造業 1 0 8 1 0 l 8 1 4 40 1

55 銭 コ ン ク リ 素造
4 4 5 7 2 2 2

57 人造黒鉛電極製造業 ･II▲ 仲.I- l 1 1
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-濾さ
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 関ゼノ日以上 届出 即ガノ日以上 届出 5 0ぜ/日以上 届出 靴ガノ日以上 即ず/日未満溺ガノ日以上 届出 5 0ぜ/日以上 届出 503れ/日以上 即ぜ/日未満れれ/日以上
59 砕 石 業 2 TI- 5 てI▲ 3 3 6 2 1 9 4

60 砂 利 採 取 業 ｣1Î 11- ｣1Î 2 4 ｣1上

6 1 鉄 鋼 業 1上一 1上一 ｣1,一 2 す･,̂

64 カ ス 供 給 業 ｣1‘̂ 11 ヤーニ 11̂

65 努又表は面ア廼 菟発こ議 8 6 14一 3 1･L- 3 T1 1 6 7

66 電 気 メ ッ キ 施 設 4 す･L- 11 ｣▼‐-■- 5 ★-I+

66 2 旅 館 業 3 32 1 7 4 1 1 9 1 3 5 1 2 1 1 7 11- 63 4 748 7 3 1上

66 3 共 同 淵 理 場 2 2 ,1･ユー ･1ユー 3 3

66 4 舞 糞 簑 麩 緊 5 3 2 轤一上- 4 3 1 1 7

66 5 飲 食 店 6 2 4 ･14一 5 斗上一 4 ｣｢I- 1 9 5

-

66 6 郛店鬚寅雑 1 1 1 1

67 洗 た く 業 45 1-I- 1 3 5 2 7 2 1 6 1 88 1 1

68 写 真 現 像 業 5 2 7 1 5 2 3 1

68 2 病 院 2 2 1 1 3 3

69 と 畜 業 1 1 1 1 2 2

69 3 地 方卸 売 市 場 2 ｣14 1 1 3 2

70 廃 油 処 理 施 設 1 1

媛 暴 動 霜 分 檗 3 1鼻 2 2 7 1

7 1 自 動式車輌洗浄施設 43
l

4 36 1 67 3 1 n 1 6 1 4 1

7 1 2 試験研究機関等 1 2 2 5 1 2 3 18 2 4 4 5 1 7 4

m 酒廃棄物唾 6 3 5 1 4

72 し 尿 処 理 施 設 18 1 5 3 2 6 6 68 35 1 3 1 1 9 6 5 9 1 3

73 下水道終末処理施設 2 2 1 1 7 6 1 0 9

74 嚏緘聽麹鰹 2 ･JII- 3 3 5 4

合 。十 672 78 1 90 8 549 6 4 6 5 1 1 39 4 1 1 2 7 - 7 2 , 1 8 9 296 4 1

( 注 ) 中海 ･ 美保湾水域 ( 米子市 、 境港市 、 日 吉津村 ) は上乗せ条例の制定に よ り 排水量 25 ぜ / 日 以
上が規制の対象 と な っ て い る 。

一 90 一



表 86 鳥取県公害防止条例の汚水関係特定事業場一覧表 ( 平 成 3 年 3 月 31 日 現在 )

,淺
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 計

届出 5 0ガ/日以上 届出 即ガ/日以上
届

出

5 0

れ3
/
日

以
上

届

出

5 0

れ3

召
呈

届

出

5 0

れ3
/
日

以
上

届

出

5 0

銘〆
/
日

以
上

1 集 団 給 食 施 設 1 2 1I“ 9 1 0 2 1 8 3 5 2 3

2 ド フ ム缶更生業 1 1

3 車 輌 洗 浄 施 設 1 6 1 1I“ 7 1 1 90 1 6 1 1 5 0 63 3 2

合 。十 1 7 3 2 80 200 2 1 8 0 1 53 686 5

表 87 事業場に対す る立入検査 、 改善指導状況

○水質汚濁防止法適用事業場 ○鳥取県公害防止条例適用事業場

立入検査

事 業 場

廷 件 数

排出水澗

査察場

廷 件 数

違 反

事 業 場

廷 件 数

改善指導

廷 件 数

改善

命令

件数

20 1 1 O O O

立入検査

事 業 場

廷 件 数

排出水調

査事業場
延 件 数

違 反

事 業 場

廷 件 数

改善指導

廷 件 数

改善

命令
件数

1 , 0 1 9 67 6 3 5 2 O

( 注 ) 改善指導廷件数は文書 で指導を行 っ た件数

○違反事業場の違反内容

業 種 件 数

違 反 項 目

一 般 項 目

P H B O D S S

水 産 食 料 品 製 造 業 2 1 1

動 物 系 飼 料 又 は 有 機 質 肥 料 製 造 業 1 1 1

。十 3 1 2 1

4 生活排水対策

鋤 下水道 の整備

下水道は 、 住み よ い都市つ く り の ために欠 く こ と の でき な い基盤施設であ る が 、 あわせて 良好な

水質環境の回復 、 保全のために大 き な役割を果た して お り 、 特に 、 有効な対策が乏 しい う え 、 公共

用水域の汚濁要因 と な っ て い る生活排水対策の切 り 札 と して 、 その重要性が一段 と増 して きて い る。

ァ 公共下水道

県 内 の公共下水道の 整備状况は 表85 の と お り で あ り 下 水道 の普及率は 全国の約44% に 対 し 、

本県で は 20 2 % と か な り 遅れて い る 。
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表 88 公共下水道の整備状況

都 市 名
全体 。十画

面 積

全体 。十画

処理人 口

平成 2 年度末整備状 況
普 及 率

(④ / ⑩)

備 考

( 行政区域

人 口 ) @整備面積
処理可能
面 積

処理可能
人 口 ⑦

鳥 取 市
米 子 市
倉 吉 市
境 港 市
岩 美 町
郡 家 町
/河 原 町

羽 合 町
東 郷 町
三 朝 町

関 金 町

北 条 町
西 伯 町

日 吉 津 村
大 山 町

(15)

そ の他 の 町村
傷の

県 。十

( 39市 町村)

んQ

2 , 1 2 8 . 7

4 , 80 9

1 , 3 8 5 9

1 , 6 9 3

9 2

1 5 5

1 67

439 5

26 1

1 9 5 4

7 3

80

22

48

2 1

1 1 , 5 7 0 5

人

1 4 5 , 4 40
1 48 0 0 0

54 , 2 1 0

5 4 , 000
3 , 0 00
5 , 3 70
7 1 0 0

8 , 4 00
5 2 30

5 0 0 0

1 , 9 00
4 8 00

1 4 00

1 , 7 00

1 0 , 0 00

4 5 5 , 5 50

れの

1 , 0 1 8. 9
5 45 . 3

3 0 6 6

80 1

98 . 4

1 07 . 8

52 6

3 0 0

27 2

2 2 0

3 9 3

2 1 0

2 , 3 49 . 2

れの

1 , 0 1 5 4

5 3 2 . 7

3 0 6 6

8 0 . 1

9 8 . 4

1 06 8

4 8 . 3

30 . 0

27 . 2

2 2 0

3 9 . 3

2 1 . O

2 , 3 2 7 8

人

62 , 7 5 3

3 2 , 8 00

1 2 , 8 9 0

2 , 9 3 0

3 , 6 6 0

3 , 3 3 9

1 , 3 6 7

1 , 0 7 3

1 , 6 7 9
1 1 5 4

1 , 3 47

243

1 2 5 2 3 5

%

44 5

2 4 9

24 . 9

7 7

5 1 1

4 7 9

1 5 7

22 . 1

2 1 3

1 3 5

4 7 . 1

3 2

2 0 2

人

1 4L 1 0 7

1 3 1 , 783

5 1 , 6 7 2

38 , 1 7 7

1 5 , 6 6 6

1 0 , 0 28

9 1 46

7 , 1 69

6 , 9 6 4

8 , 7 3 0

4, 8 5 0
7 888

8 , 5 6 5

2 , 8 6 2

7 , 7 0 3

( 45 2 , 3 1 0 )

1 6 7 5 1 3

6 1 9 , 8 23

※ 行政区域人 口 は 、 平成 3 年 3 月 3 1 日 現在 ( 地方課搦べ…･ 住民基本台 帳 )

イ 流域下水道

流域下水道は 、 特定の水域の水質環境を保全する ため 、 当該流域内 の市町村の公共下水道に よ

る 下水を受 けて 、 こ れ ら の下水を効率的に処理す る施設であ る 。

県 では 、 天神川 、 東郷池等天神川関連流域の水質保全 を図 る えめ 、 当該流域の下水道整備総合

。十面 を策定 し 、 こ れに も と ついて昭和 49 年に天神川 流域下水道事業計画を決定 、 事業に着手 し

て い る 。

こ の事業の概要は次の と お り であ り 昭和 59 年 1 月 か ら一部か供用開始 さ れた 。

表 89 天神川流域下水道事業概要

○ 処理区域面積 ･ 人 口 ･ 汚水量

区 分 単位 倉 吉 市 羽 合 町 l 東 郷 町 三 朝 町 関 金 町 北 条 町 合 。十

予定処理区域

予定処理人 口 m人
( し 38 5 . 9 )

92 6 8 綻馴 箸なぞ
( 1 9 5 4 )

1 24 . O

( 7 3 . 0 )

6 2 0

( 80 0 )

5 1 . 7

( 2 4 3 4 8 )

1 , 5 9 6 2

( 54 , 2 1 0 )

28 , 9 1 0

( 8 , 4 00 )

5 , 1 2 1

( 5 2 30 )

4 , 1 7 1

( 5 , 00 0 )

2 , 59 1

( 1 , 9 00 )

1 , 80 0

( 4 , 80 0 )

2 , 43 0

( 7 9 540 )

45 , 0 2 3

汚 水 量

( 日 最大 )
れ油 84 , 1 7 6 3 0 868 1 5 7 05 1 7 , 350 3 , 6 6 0 6 袋粥 1 58 , 24 7

く れ ) ( ) 内 は全体計画 の区域及ひその人 口

( ) 外は下水道事業 。十幽認 可の 区 域及び人 n
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0施設概要 ( 下水道事業計画認可 )

名 称 管 径 延 長 名 称 敷地面積 処理方式 処理能力 予定水質

倉 吉 幹 線

東郷羽合幹線

三 朝 幹 線

中 江 幹 線

合 。十

%
2 , 000 ~ 200

1 , 1 00 (一 900

1 , 350 () 900

1 , 350 ~ 900

く ま8艀
g; ;#

勢滌?

生讓)

癈 幸雄“

天神浄化
セ ン タ ー

ha

約 1 2 . 1 6
標準

活性汚泥法

ガン日

。十画

1 60 , 00 0

現有

20, 000

場ゾ珍

流入下水
B O D 1 50

S S 1 50

放流水
B O D 1 5

S S 1 5

住 ) ( ) 内 は 全体。十画の延長

(2) 農業集落排水処理施設の整備

農村総合整備 モ プル事業 、 農村基盤総合整備事業、 農業集落排水事業等に よ り 、 農業振興地区内

に あ る集落 ( おおむね 1 , 000 人以下 ) か ら の排水を適正な処理を行 った後 、 放流す る もの で 、 農業

生産環境の保全、 農村 の生活環境の保全を 目 的 と して い る 。

こ の施設では生活雑排水を含めて処理す る こ と と な るため、 生活雑排水対策 と して下水道 と 同様

極めて有効な処理方法であ る 。

県内に おけ る平成 3 年 3 月 現在の農業集落排水処理施設実施地区は表 90 の と お り であ る 。

表 90 農業集落排水処理施設実施地区一覧表

事業名 市町村名
集 落 名

(処理区名)

。十画人 口

( 人 )

。十画戸数

( 戸 )

。十画 日 最大

汚 水 量

( ず/ 日 )

処 理 方 式
供 用

開 始

農村総合整備モデル事業
郡 家 町 野 町 180 39 5 9 . 4 土 壌 被 覆 接 触 は っ 気 方 式 59. 1 2

大 山 町 上野 ･ 福尾 350 7 2 1 1 5 . 5 接 触 ぱ っ 気 方 式 63 5

ハソ 末吉 ･ 国信 59 0 1 28 1 9 4 7 れソ 3 4

れソ 大 山 口 90 0 1 49 264 . O 土 壌 被 覆 接 触 ば っ 気 方 式 工事中

東 郷 町 宮 内 18 0 35 5 9 4 土 壌 被 覆 接 触 は っ 気 方 式 i 59 1 2
召ツ 埴 見 220 44 7 2 6 回 転 円 板 方 式 6 1 9

" 川 上 250 50 8 2 . 5 回 分 式 活 性 汚 泥 方 式 1 4

" 高辻 ･ 方面 230 47 7 9 . 5 接 触 ぼ っ 気 方 式 工事中

船 岡 町 船 岡 1 , 8 1 0 343 5 9 8 0 オ キ シ ブ ー シ ョ ン ディ ッ チ 方 式 れソ

鹿 野 町 岡 井 1 5 0 28 4 9 5 接 触 は っ 気 方 式 63 7

れソ 法 楽 寺 1 50 28 49 5 " 1 . 7

れツ 河 内 ･ 下条 1 90 5 1 6 2 7 れソ 3 . 8

れソ 来 日 9 0 2 0 2 9 . 7 れソ 工事 中

中 山 町 赤坂 ･ 下 甲 6 1 0 1 2 0 2 0 1 3 イン イン

河 原 町 佐貫 ･ 八日市 730 1 36 300 . 0 たり 乙ソ

気 高 町 会 下 1 60 34 52 . 8 イン "

日 吉津村 富古 ･ 海川 1 , 7 7 0 3 1 8 584 7 オ キ シ ナ ー シ ョ ン デ ィ ソ チ 方 式 6 1 . 1 0
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事業名 市町村名
集 落 名

(処理区名)

計画人 口

( 人 )

。十画戸数

( 戸 )

。十画 日 最大

汚 水 量

( ぜ/ 日 )

処 理 方 式
供 用

開 始

農業集落排水事業
鳥 取 市 横 枕 250 49 82 . 5 土 壌 被 覆 接 触 ば っ 気 方 式 62. 5

ん7 倭 人 西 680 1 23 224 4 接 触 ぼ っ 気 方 式 2 7

んソ 津 ノ 井 8 20 1 80 26 7 3 作り 2 7

れソ 三 山 口 1 40 29 46 2 んツ 工事中

れソ 赤 子 田 240 2 5 7 2 6 んツ "

れソ 東 郷 290 63 9 5 . 7 れソ 工事 中

佐 治 村 津 無 29 0 6 6 9 5 7 イン 6 2 5

6 3 3ん7 刈 地 2 1 0 45 69 3 接 触 ぼ っ 気 方 式

イン 葛 谷 1 20 26 39 6 メソ 63 3

メソ 河 本 1 1 0 2 1 29 7 メソ ｢ 2 1

" 古 市 220 49 72 6 メソ 2 3

メソ

L
余 戸 1 9 0 53 63 0 メソ 工事 中

イン 津 野 1 8 0 39 5 9 4 んソ "

ろア 加 茂 76 0 20 2 2 50 8 パン I1 "

"グ 加 瀬 木 880 222 29 0 . 4 イン 2 . 7

会 見 町 会 見 2, 5 20 549 8 3 1 6 オ キ シ ブ ー シ ョ ン デ ィ ノ チ 方式 たソ

東 郷 町 舎 人 1 , 0 00 2 22 3 30 . O イン 6 2 . 5

日 南 町 生 山 ･ 霞 1 , 3 6 0 349 448 . 8 回 分 式 活 性 汚 泥 方 式 メソ

(3 ) 地域 し尿処理施 。受 の整備

下水道 。十画 区 域外 の地域 に お い て ~ 1 0 1 人以上 3 万人未満を処理対象 と し て 、 し 尿 と 生 活難排水

を併 せて処理 す る 廃棄物処理施設 で あ る 。

県 内 に お け る 地域 し尿処理施設 の整備状況は 、 第 8 章 の と お り で あ る 。

“) 生活排水対策実践活動

中 毎 に つ い て は 、 平成 2 年 3 月 策定 の湖 沼 法 に基づ く ｢ 中 海 に係 る 柳沼水質保全 。十画 ｣ に 基づ き 、

。十 画 の主要施策 の一つ で あ る 生活排水対策 と し て 、 ま ず流域 内 の住民の 中か ら 生活雑排水対策推進

員 を 養成 ( 4 1 1 名 ) す る と と も に 、 全県 を対象 と し た生店排水対策推進大会の開催や 、 プ レ ビ ス ポ

ソ ト 放映 、 パ ン フ レ ッ ト 作成配布等各種普及店動 を実施 し た 。 湖 山 池 につ い て も 、 平成 3 年 1 1 月 に

策定 し た ｢ 湖 山 池水質管理 。十画 ｣ に 基づ き 、 今後、 地域 に密着 し た 、 よ り き め細か な 浄化実践活動

の積極的 な 展開 を図 っ て い く こ と と し て い る 。

　 　 　 　　
痴 !

　

j f f 同 そ の他

浄化槽 に は 、 し尿 の みを 処理す る 単独処理浄化槽 と 、 し 尿 と 生 活雑排水 を合併 し て処理 す る 合併

処理 浄化槽 があ る 。 合併処理浄化槽 は生活難排水を含め て処理す る こ と と な る た め 生活排水対策 と

し て は 、 有効 な処理方法で あ る 。

な お 、 浄化槽 につ い て は 、 第 8 章 に 。蹴 して い る 。
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